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  This paper is discussed on the prospects of packaging industry and 
technologies of Japan for comming 2lth century. 
  It is clear that packaging industry depends on living style and social 
mechanizms. 
  A trends of numerical consumption ,amounts of money and composisition 
 of packging materials are one of a measure of development of packaging 
 industry. 
  Total consumption of packaging materials in Japan of 1965,1985 and 
 1993 were 6,344.5*103,15,898.7*103 and 21,603.3*1O3 tons respectively 
 and also,shipping money of of packaging materials were 7,073*1011, 
45,421*1011 and 63,902*1011 yen,respectively. 
  It is estimated from these data that the packaging industry is also 
 increasing in future according of GNP of country. 
  Compositions of packaging materials from 1965 to 1993,however,are 
 somewhat changing according to development of new materials or social
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conditions such as plastics packaging or wooden packaging materials. 
 Technical forcasts of packaging industry are shown from view poin of 
national living style ,energy and resorces as well as environment of 
world based on forcasting committee of pulp & paper in Japan,report of 
research committee for  21th packaging in JPI and materials of symposium 
in Kanagawa University in this paper. 
 As a my conclusion,many fuctional packaging materials shall be 
developed in future and accordingly Life Cycle Assesment plays a 
important role of packaging fields . 
 Furthermore,I am estimating in future the new cellulosic materials 
such as nonwood fiber resorces instead of paper,board, wooden 
containers and a part of plastic packaging materials shall be developed. 
 This paper is constructed by three items as follow: 
1.View of packaging materials 
    2.Role of packging for social and living view point 
    3.Packaging industry and ecology 
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21世 紀 もあ と数 年 に迫 り、 い ろいろな分野 で21世 紀 の社会 や技術 に関 し
て い くつか の予測、 展望 が行わ れ ている。 日本 に於い ては、 社会 構造や産業 構二
造 に関す る長 期的展 望に関 しては経済企画庁 の経 済審 議会 に 「2010年 委員
会」 が設立 され、 「世界経済」、 「国民経済」、 国民 生活 」 「産業経済 」、
「社 会資本 」の各小 委員会毎 に2010年 の状況 変化 をま とめ結果が公 表 され
て いる。
と くに、 未来技術 の産業技 術 に与 える影響 は技 術分野 に しぼ って 「2010
年技 術予測 」 に詳細 に述べ られ ている。
主 題の包 装 に関連 す る展望 と しては、 紙 パル プ工業が包 装に密接 に関連す る
とい う視点 か ら、 紙 パル プ技術予測研究 会(1975発足)が予 測の0部 に包 装の項
目を とりあ げ現在 ま で5回 の報告書 を発 行 してい る。
ま た、 主要 な製紙 工業県 であ る静 岡県にお いて も紙 ・板 紙の新 しい用途展開
と して将 来展望 を行 い発表 を行 ってい る。
包装 を独 自の分野 として予測調査 を行 ったのは、(社)日 本包 装技術協会
(以下JPIと略称)がr21世 紀 包装研究会」 を発 足 させノアンケー ト調査 を行っ
た結果 は1987年 「21世 紀 にお け る包装技術予測」 と して報 告書が配布 さ
れ ている。
また、 包装産業 の将来 を 的確 に推測す るため にはその現 状把握 が重要 である
と し、JPIは「'92年 包装 白書」 をま とめ現状 認識 につ いて多 くの資料 を まと
め解析 してい る。 す なわち、 内容 を産業経済 ・社 会環 境 と包装、 包装産業 の動
向、 包装技術 の動 向、 人材育成 と国際協 力、 包装 行政 等 に章 を設 け現状 を解説
している。
包装 は、 人類の発 生 とともに、 生活 の知恵 として誕生 し以来物 を包み、 貯 え、
動 か し、 生 活 を営む 上の不 可欠 な物 と して役 立っ てき た。
時代 の変 遷 はこの 様 な包 装の役割 をさ らに拡張 し便利性、快 適性 などの機能
が要 求され さ らに廃 棄性、 省資源 ・エネル ギー性 など多 くの機能 が要求 され て
きた。来 るべ き21世 紀 に さ らに どの よ うな機能 が要求 され包装面 で如何 に ご
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れ に応 え て行 くか これ か らの課題 にな る もの と思 われ る。
以上の様 な既往 の資料 を基 に し、 かつ私見 を加 えて主 題 のテー マを論 じて行
くことにす る。
まず、 包 装産業 とい うもの は、 多 くの有形 無形要素 で成 り立 っ てお りこの産
業 の現状 と将 来 を どの よ うに類別 し、 数 的物 差 しと して捕 らえゆ くか と い うこ
とを確立す る必要 があ ろ う。
これに就 い て、 筆者 は こ こでは以 下の ような体系 を組立 てこれ に基ず い て論
理 を構築 してゆ くつ も りで ある。
・包装材 料 的側面 か ら
・社会 ・生活 の変化 に伴 う包装 の役 割 と包 装材 料 の対 応
・エ コ ロジー と包装 の側面 か ら
2.包 装 材 料 的 側 面
一 般 に 包 装 産 業 と は 包 装 材 料 、 包 装 技 法 、 流 通 科 学 と そ の 周 辺 分 野 で 成 立 し
て い る も の と 考 え られ る 。 包 装 材 料 の 量 的 把 握 は 古 くか らJPIが 「包 装 資 材 ・容
器 ・機 械 生 産 出 荷 統 計 」 を ま と め て い る が 技 法 、 流 通 に 関 し て は 無 形 的 面 が 多
く定 量 化 さ れ て い な い。 し か し、 上 記 の 出 荷 統 計 に あ る 係 数 を 掛 け る こ と に 依
っ て 包 装 産 業 全 般 を 定 量 的 な 尺 度 で 表 す 試 み は 米 国 で も 検 討 さ れ て お り、 そ れ
を 踏 襲 し て 出 荷 統 計 を 包 装 産 業 の 尺 度 と み な し過 去、 現 状 、 将 来 に っ い て 展 望
し て み よ う。
表1はJPI出 荷 統 計 か ら1965,1980,1993年を 選 び 包 装 資 材 容 ・器出 荷 金 額 と 数 量
の 変 遷 を ま と め た も の で あ る 。1965年度 はJPIが発 足 し2年 目 に 当 た り一 つ の 節
目 に な る も の と 考 え られ る。 次 の 節 目 を15年 と す る と1980、1995年に な る が'95
年 は'93年で 類 推 す る こ と に す る 。
こ れ よ り、 日本 の 包 装 材 料 の 総 計 は30年 前 金 額 的 に 約7 、000億円、 量 的 に
6,344*103tonであ り、15年 後 に は 約4.67兆円、15,898*103tonと金 額 で 約7倍 、
数 量 で2.5倍と な り、 さ ら に13年 後 約6.39兆円 、21,603*103tonと30年前 に 比 べ
金 額 で 約9倍 、 数 量 で3.5倍と 大 き な 生 長 を 達 成 し て い る。
こ の よ う な 伸 長 を 示 し た 要 因 は 極 め て 複 雑 で あ る が、JPI統 計 で は 根 本 的 に は
国 家 経 済 の 活 動 、 特 に 生 産 と 需 要 を 結 ぶ 物 流 と 商 流 の 動 き、 あ る い は 人 口 増 加
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表1包 装 資材容 器出荷 数量原材 料構成 比率の 推移
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の 割 合 、 ま た 、 質 的 に は 生 活 様 式 の 変 化 、 と りわ け 食 生 活 の 変 化 な ど に よ っ て
大 き く影 響 を う け る と し、 ま た 輸 出 入 貿 易 の 実 情 も、 包 装 産 業 の 消 長 に 多 大
な 関 連 を 持 っ と さ れ て い る 。 こ れ ら の 総 合 的 パ ラメー ター と し て、GNPが包 装 産 業 の
規 模 を 示 す 基 準 と み られ て い る 。JPI統 計 か ら包 装 資 材 と 機 械 出 荷 生 産 額 とGNP
と の 比 率 は1974年ま で は2.棚 強 で あ っ た が 、 次 第 に 下 降 し1993年で は1.4邸 と推
測 さ れ る 。
上 記 の 統 計 を 国 民 人 口 当 た り で 求 め て み る と1965年時 は7,000円/人、63kg/人
に 対 し、1993年で は53,000円/人,180Kg/人と い う 数 値 に な り上 述 の 内 容 を 裏 書
き し て い る 。
こ こ で、 表1の 個 々 の 内 容 に 触 れ て み よ う。
包 装 材 料 の 分 類 は1965年時 わ ら製 品3.甥 が 占 め られ て い た が 数 年 で 消 滅 し 以
来 紙 ・板 紙 製 品 、プ ラスチック包 装 資 材 容 器 、 金 属 製 包 装 資 材 容 器 、ガ ラス製 容 器 、 木 製
包 装 資 材 容 器 、 布 は く製 容 器 、 そ の 他 の 項 目 で 構 成 さ れ て い る。
ま ず 、 紙 ・板 紙 製 品 で あ る が 過 去30年 不 動 の 地 位 に あ り金 額 で4邸 前 後 、 数 量 で
55%強を 示 し金 額 的 に は や や 低 下 、 数 量 的 に は 僅 か ず っ 上 昇 し て い る傾 向 が 伺 わ
れ る。 最 も 変 化 の 激 し い の は 木 製 包 装 資 材 容 器 と プ ラスチック包 装 資 材 容 器 で あ り、
約30年 間 で 金 額 と し て 前 者 は11.謂か ら5.6%へ、 後 者 は8.梛 か ら2弼 へ 量 的 に は
前 者 の19.0瓢か ら7.1%へと 低 下 、 後 者 は4.跳 か ら15%と大 き く飛 躍 し て い る 。
出 荷 数 量 の 点 で は1975年の オイ,レショック後 順 調 な 上 昇 を 示 し て い た が'80再度 の オ
イJbショックの 影 響 が 量 的 低 下 と な っ て 示 さ れ て い る 以 外 は 上 昇 の 傾 向 を示 し 上 記 と
同 じ く'92,'93は低 迷 し て い る が 大 き な 傾 向 と し て 上 昇 の 一 歩 を た ど っ て い る と
見 な す こ と が 出 来 よ う。
参 考 ま で に1988年に お け る 世 界 主 要 国 の 包 装 資 材 出 荷 統 計 を 日 本 円 に 換 算 比
較 し表2に 示 し た 。0は 包 装 材 料 の 中 の 紙 ・板 紙 、 段 ボ ー ル 、 木 材 を セ加 一
ス系 材 料 と し て 合 計 し全 包 装 材 料 と の 比 率 を 求 め た も の で40%以 上 の 包 装 材 料
が セ加 一ス資 源 に 依 存 し て い る と 言 え る。
特 に わ が 国 は 表1に 見 られ る 如 く セ ル ロ ー ス 資 源 を 用 い た 包 装 材 料 は1965年
68飲1980年6鰯、1993年6鰯 と 比 率 に し て 全 材 料 の 約2/3もが 占 め られ て い る こ と
が 大 き な 特 徴 と 思 え る。
3.社 会 ・生 活 と 包 装
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表2世 界 諸 国 の 包 装 材 料 の 消 費 額 と そ の 申 の セ ル ロー ス 資 源 の 比 率
国 消 費 金 額1011円




5.フ ラ ン ス18、690
6.韓 国4、730
7.ハ ン ガ リ ー1、000








'92年 包 装 白 書(JPI発 行)よ り
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一 国 の包 装 産 業 の 進 展 は そ の 国 の 社 会 ・生 活 に 大 き く影 響 さ れ る こ と は 言 う ま
で も な い が、 最 近 こ れ に エコロジ カルな 側 面 も 加 わ り 年 々 こ の 要 素 は 比 率 が 高 ま っ て
い る。 こ れ に っ い て は 別 項 で 述 べ る こ と に し、 先 ず 来 る べ き 将 来 我 々 の 社 会 構
造 は ど の よ う に 変 化 す る か を 推 測 し、 こ れ に 対 応 して 包 装 分 野 は 如 何 な る 模 索
を 行 うべ き か を 考 え る 必 要 が あ ろ う。
来 る べ き 将 来 、 産 業 構 造 が ど の よ う に 変 化 す る か は 、 冒 頭 の 諸 機 関 に お い て
21世 紀 を ター ゲ ットに お い て 展 望 さ れ て お りそ の 一 例 を 図1に 示 す 。
図 は 経 済 企 画 庁 総 合 計 画 局 に よ る 「図 説2000年の 日本 」 か ら 引 用 し た 産 業 構 造
の 将 来 予 測 で あ る 。 こ の 公 表 は か な り以 前 に な る が 現 在 も こ の 路 線 を歩 み つ つ
あ り、 他 の 予 測 も こ れ に 準 じ て い る 点 で 尊 重 さ れ る 。 こ れ を踏 ま え て 包 装 産 業
の 将 来 を 占 う根 拠 を 構 築 す る こ と は 極 め て 妥 当 な と こ ろ で あ ろ う。
ま ず 、 国 内 総 生 産 と い う 点 で1970-1980年の 平 均 成 長 率 が4.翻 で あ っ た の に 対
し1980-2000年の20年 間 で 徐 々 に 低 下 し、 産 業 構 造 は 第1次 、 第2次 産 業 が 減 退 し、
第3次 産 業 が 急 増 す る も の と 見 な さ れ て い る 。 事 実 現 在 各 種 の 情 報 サー ビ ス、 外 食
産 業 、 スー パ 、ーCVS、 ビ,}管理 な ど の サー ビ ス産 業 な ど が 定 着 し て き て い る
さ ら に、 地 球 全 体 の 課 題 と し て エコロジ 加 な 側 面 が あ り、 日本 の 特 有 の 現 象 と し
て 高 齢 化 社 会 が 挙 げ られ 、 これ ら も 大 き な サー ビ ス産 業 の 一 っ と し て 考 え られ る。
こ の 様 な こ と を 前 提 と し て、 こ れ か ら の 包 装 産 業 は こ の 社 会 趨 勢 に ど の よ う
に 関 わ っ て 行 くか が 一 つ の 焦 点 に な る で あ ろ う。
そ こ で、 紙 ・パ,レプ の 研 究 ・技 術 者 の 専 門 家 の 集 団 で あ る"紙 ・パ ル プ 技 術 予
測 委 員 会 η で は、 紙 ・パ,}プと包 装 と の 関 連 か ら将 来 の 包 装 産 業 を 占 う キ ー ワ ー
ドを 作 成 し 発 表 し て お り 表3に そ の 要 点 を 示 し た 。
さ らに、JPIの21世 紀 包 装 研 究 会 レポ ート 「21世紀 に お け る 包 装 技 術 予 測 」 で は
包 装 関 連 専 門 家 の アンケー ト結 果 を 解 析 し 以 下 の よ う に 総 括 し て い る 。
ま ず 、78の 設 問 を7項 目 に 分 類 し そ の 出 現 確 立 を 大(80-1000,中(50-80%),申
以 下(30-70%)に分 け 集 約 し て い る 。 出 現 確 立 の 高 い 結 果 の0部 を 例 示 す れ ば、
1.社会 ・経 済 ・環 境 ・ ・食 品 包 装 の 多 様 化(高 齢 、 共 働 き、 単 身 者 の 増)
2.消費 者 、 小 売 業 ・ ・ホー ムショッピ ング の 増 加 一 一 冷 凍 食 品 システムの 開 発
3.輸送 流 通 手 段 ・ ・流 通 情 報 の 表 示 一 一 冷 凍 、 冷 蔵 食 品 の 普 及
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lo》電 気 ・ガス ・水道 業
11)金 融 ・保 険 ・不 動 産 業






























経 済企 画 庁 「図説2000年 の 日本 」 よ り
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サイクル可能な素材としての紙素材が見直 され、低成長経済 や省資源 は
包装材料を削減する動きとなり、急速 に進行する高齢化、核家族化、女性
の社会進出、独身者の増加、若年層の購買意欲の多様化や都市化の進展




飽食の時代を迎え、ますます健康志向や新鮮 さに消費者の関心が高 ま り、
また働 く女性 や独身者の増加は所得水準の向上による高級化、ファッショ
ン性 を求めるとともに、外食化、個食化を押 し進 め、CVS、 自販の普
及、電子レンジの普及、冷凍冷蔵庫の大型化は冷凍食品や・レ トル ト食品
を中心 とした簡便で保存性 のある簡易即席食品の普及に拍車 をかけるこ
とになろう。
(ゴシ ッ ク文字 は キ ー ワー ド)
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4.包材 ・加 工 ・ ・一 一 高 温 耐 熱 トレー 、 多 角 的 機 能 の ブ レンド プ ラスチック包 材
5.包装 技 法 ・包 装 システム・ ・センサ、ロボ ット、コンピ ューター タソフトの 開 発 に よ る 無 人 化
6.評価 基 準 ・ ・環 境 アセスメントに よ る 包 材 の 処 理
7.その 他 ・ ・包 装 大 学
これ を踏 ま えて、 三菱パ ケー ジ ング 会 で は1995年を 一 つ の節 目と考 え近未 来の包
装 予測 を行 って お り・ 神奈 川大 学包 装科 学フかラムにお いても発表 してお りその要
点 を表4に 示す 。
以上 の各 グル ー プの予測 は重複す る部分 もあ るが来 るべ き21世紀 を 占う貴重
な資料 と して高 く評 価 され る もの と考 え られ る。
4.エ コ ロ ジ ー と 包 装
包 装 産 業 が 社 会 機 構 の 歯 車 の 一 つ と し て 存 在 し、 我 々 の 生 活 ・文 化 を 豊 か に
す る 役 割 を 持 つ よ う に な っ た こ と は 大 き な 意 義 を 持 っ て い る 反 面 、 来 る べ き21
世 紀 を 迎 え る 最 大 の 課 題 と し て エ コ ロ ジ カ ル な 問 題 は 包 装 分 野 に 限 らず 高 い 視
点 に 立 っ て 対 処 し て ゆ く必 要 が あ る こ と は だ れ し も が 認 め る と こ ろ で あ ろ う。
こ の 点 で 最 近 大 き く登 場 し て き た 分 野 にLCA(LifeCycleAssesment)と地
球 に や さ し い 資 源 開 発 と が あ る。
LCAは 、 製 品 の 生 産 か ら 流 通 、 消 費 、 廃 棄 、 再 資 源 か 、 廃 棄 物 と し て の 処
理 ま で の 「揺 りか ご か ら墓 場 ま で 」 の ライフサイクルに お け る 環 境 に 与 え る 影 響 を 科 学
的 に 分 析 お よ び 評 価 す る も の で、 主 題 の 包 装 材 料 の み な らず す べ て の 製 品 に 波
及 す る も の と し て 現 在 注 目 を 浴 び て い る 。 し か し、LCAの 解 析 の 前 提 条 件 を
明 確 に す る こ と が 極 め て 重 要 で あ りわ が 国 で は エコマテリア,レ研 究 会 が 発 足 し10月25-
27日国 際 会 議 が 開 催 さ れ て い る 。
包 装 関 連 の テー マと し て 、ガ ラスビ ン、 食 品 工 業 、 液 体 紙 容 器 、アルミ缶 等 の 容 器 を 対 象
と し た い くっ か の 発 表 が 注 目 さ れ る。
こ れ と は 別 な 分 野 と し て、 筆 者 が 関 与 し て い る 課 題 の 一 つ に 「21世紀 の セ加 一
ス資 源 の 探 索 」 が あ り包 装 分 野 に 密 接 す る 話 題 と して こ こ で 言 及 し た い 。
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02.大容 量缶 の 代替
16.詰め 替 え包 装
21.軟包 装拡 大分 野
37.大容 量 フ レコン
47.大容 量 無 菌充 颯
06.直火 型 容 器
39.ガス 選 択 透 過 性
40.鮮魚 保 冷 包 装
41.02吸収 フ ィル ム
42.Sio蒸着 フ ィ ル ム
93.非吸 着 シ ー ラ ン ト
45。UV遮断 フ ィル ム
49.レトル ト/EO蓋材
50.分解 性 プ ラステック
包 装 技法
4G.Lし弁 当 ・総 菜 類
48.含固形 無 菌充 墳
51.高圧 殺菌 処理
52.無菌 充 填の拡 大
流 通 関 連
38.店舗 一 括 配 送
55.CVS神話 に 陰 り
57.電子レンジ 付 自販 機
58.フ。リへ。一ト駒力..ト軌自販磯
Ol.共通 サ イ ズ/NRびん
03.Aし缶 指 向 拡 大
04.AL缶vsスチ._..ル缶
05.PCTラミ缶
24.カレ ッ1・使 用 率
25.スチー ll缶再 資 源 化 率
26.アル ミ缶 回 収 率
紙 系 包 装 材 料
10.紙パ ッ ク用 途 拡 大
11.紙・11°117。トレ 拡 大
12.蛍光 染 料 規 制 緩 和
13、段 ボ ー ル は 拡 大
14.テ"イスフ。レイ段ホ鳩一ル普及
15.段ホ鴇一∬リィスNの標 準 イヒ
27.古紙 回 収 率
31.紙・バ ル ブ 緩 衝 材
ギ フ ト関 連
53.通年型ハ。一ソナルギ フト指1句
54.ギフ トタ テ 詰 め
07.紙ハ。ックの脱 アル ミ箔
08.フィ弘 、ア11ミ箔分 離 技 術





17.回収 ・再 利 用 進 む
18.リタ ナーフ"llE'ETホNトル
28.ボ トル 回 収 率
44.PεTシュリンクラへ鳩ル
19。フ。ラステッ外 レ は 持 続
20.フ。ラ7.1ック材 質 表 示
29.PSP回収 率
そ の 他
32.一般 ゴ ミ有 料 イヒ
33.消費 者 の 回 避 ・選 択
34.飲料 容 器 デ ポ ジ ッ ト
35.フ。ラスチック可Mコ"ミ続一i基準
36.各種 減 容 機
56.マル チ パ ッケ ー ジ
59.包装藤 東 南 ア ジ ア 進 出
*「三 菱パ ッケ ージ ング会20周年 記 念 アンケ ー ト(1992/7)」よ り引用
今 後 の包 装 を考 え るた め の ヒン トー-1995年を節 目とす る近 未 来の 包装 予 測
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等 に 大 別 さ れ こ れ ら の 中 で 紙 ・板 紙 及 び 木 製 品 は 包 装 材 料 の 大 半 を 占 め 次 い で プ
ラスチック材 料 は 今 後 も 増 加 の 一 歩 を た ど っ て 使 わ れ て ゆ く と 考 え られ る。
一 方 、 い ま 世 界 の 資 源 を 探 索 す る と プ ラスチックの 原 料 で あ る 石 油 可 採 量 は45年 と 云
う 説 も あ り、 再 生 可 能 と 見 られ る 森 林 資 源 で さ え も そ の 生 長 量 は100億m3/年 と さ
れ る 中 で 伐 採 量 は 表5の よ う に1985年約30億m3か ら21世紀 始 め に は42億m3と 約
40%もの 増 加 を 必 要 と す る と 予 測 さ れ て い る。 包 装 材 料 が 石 油 と 森 林 資 源 に 依 存 し
て い る 割 合 は わ が 国 で は79双1993)と圧 倒 的 に 大 で あ る。
森 林 資 源 、 石 油 資 源 に 頼 ら な い 包 装 材 料 の 探 索 は 資 源 、エネルキ㌔ 、エコロジ 面ー で 急
務 の 課 題 に な る で あ ろ う。
こ こ で、 筆 者 の 領 域 の 一 つ で あ る 森 林 資 源 に 触 れ て み よ う。
森 林 資 源 は 太 陽 エネルギ をー 最 も 効 果 的 に 捕 捉 す る 機 能 を 持 っ て お り、 こ の 機 能
に 依 っ て 得 られ た 産 物 は 人 類 に 恩 恵 を 与 え、 緑 豊 か な 地 球 を 創 設 し、 燃 料 、 住
宅 、 紙 ・板 紙 な ど を 我 々 に 提 供 し て くれ る。 こ の 資 源 の 枯 渇 は 地 球 の 破 滅 と も
な り兼 ね な い。
包 装 材 料 面 で 多 少 な り と も こ の 問 題 に 寄 与 す る た め に は 、 包 材 の 主 要 分 野 で
あ る紙 ・板 紙 、 木 製 品、 場 合 に 依 っ て は プ ラスチック材 料 の 一 部 の 素 材 転 換 を 計 る 必
要 が あ ろ う。
そ こ で 考 え られ る0つ の 対 象 と し て、 木 材 資 源 に 頼 ら な いセ加 一ス繊 維 資 源 で あ
り 云 い 換 え る れ ば 非 木 材 資 源 の 有 効 利 用 で あ る。
現 在 地 球 上 の 太 陽 エ初 ギ のー 捕 捉 に よ る 光 合 成 量 はTable4の様 で あ り海 洋 を 含
め て 森 林 資 源 以 外 に5邸 も の 生 産 量 が あ り こ の 中 の セ加 一ス資 源 は 莫 大 で あ る。 こ
れ らの 多 少 な り と も 資 源 的 転 換 が 出 来 れ ば 森 林 に 依 存 す る 割 合 は 減 少 す る も の
と 考 え られ る 。
森 林 資 源 か ら紙 ・板 紙 を 製 造 す る 技 術 は 僅 か150年前 に 発 明 さ れ 以 来 我 々 は 木
材 か ら紙 ・板 紙 を 造 る こ と に 依 っ て 多 大 の 恩 恵 を 受 け ら れ て き た 。 そ れ 以 前 の
紙 ・板 紙 の 原 料 は 非 木 材 資 源 に 依 っ て 賄 わ れ て き た こ と を 思 い 起 こ せ ば、21世
紀 の 紙 資 源 の 一 部 は 木 材 以 外 の も の で 置 き 換 え る こ と を 考 え る 必 要 が あ ろ う。
1992年に お け る 世 界 の パ ルプ 生 産 量 は1.7億トンで あ り、 こ の う ち 非 木 材 パ,レプ は
僅 か1600万トン比 率 に し て9.58%であ り、 内 先 進 国 は0.7%、 途 上 国 は5跳 で あ る こ













製 造 し使 用 し て い る 国 々 が あ る こ と を 意 味 す る。 大 量 の 非 木 材 資 源 を 育 成 し、
工 業 原 料 と し て 使 用 し て ゆ くた め に は 多 くの 困 難 が あ る が、21世 紀 を 迎 え る に
当 た っ て 果 た す べ き 重 要 な 課 題 で あ る も の と 考 え られ る 。
5.おわ りに
包装産業 の21世 紀 の展望 と いう課題 に対 して、 い ささか私見 にと らわれ た
点 があったかも知れ ないが、 大 き くは以 上の よ うな流 れ に沿 って21世 紀 を迎
え新 しい世紀に足 を踏み入れ てゆ くであ ろ う。
そ して現 在多 くの分野 で憂慮 され それ に対 して対応 が為 され ている諸 問題、
例 えば資源枯渇、 地球存在 の危 機などにつ いては少 しず つ解決の道 をた ど りそ
れ に付随 して新た な時点が発生 するもの と考 え られる。
包装産 業が これ に対 してどの ように波 及 し対応 するか は予測 は難 しい。
しか し、 包装 とは我 々の社会 生活 に左 右 され多 大の影 響 を受け る点 では現在
と変わ らないとす るな らば、 これか らの我 々 自身住み易 い、 豊か な生活 を造 り
上 げるよ う努力 してゆ くことが極めて重 要 な問題 では ないかと考 える。
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